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　陸上の大会はたくさんの「縁の下の力持ち」によって支えられています。今回は世界陸
連公認代理人（ＡＲ）として選手の海外レース出場や遠征などを支える柳原元さんに話を
聞きました。選手のみなさんが海外のレースに出場したり、合宿をしたりするのになるべく
ストレスを減らし、安全・安心で挑戦できることの裏側に迫りました。
� 文・Ｍ高史

活動実態の確認などが行われるそうです。
　１日のスケジュールは「海外とのやりとり
があるので、時差の関係で仕事が朝４時に
なることもあれば、深夜になることもある。
フリーランスだからこそできる部分はありま
す」とフレキシブルに対応しているそうです。
「仕事を通じて感じるやりがいは、自分の
好きな陸上を通じて、世界中のコーチ、代
理人、選手、大会主催者らと友人や仕事仲
間になれたりすること。同時に世界に挑戦
する日本の選手や指導者との輪が広がって
いくことを日々実感できる点ですかね。お金
では買えない世界ですね。まあ外国人は仕
事スタイル、文化・慣習の違いからうまくい
かなかったり、時にはイライラ、ヒヤヒヤし
たりすることもありますが……（笑）」
　コロナ禍前は年間約180日海外に滞在。こ
れまで約25ヵ国を飛び回るなど多忙な日々
を送られています。

日本からプロ選手を
　今後は、「本当のプロの選手をサポートし
たいと思っています。現在仕事の多くは実
業団関係のものですが、海外のプロチーム

に行われているんですね！
　選手の海外遠征には、柳原さんが帯同す
る時もあれば、そうでない時もあるそうです。
「帯同前提で依頼される場合と、そうでな
い場合があります。ただ、帯同しないから
といって、試合申込完了後あとは知りませ
んとはいかないので、可能な範囲で日本か
ら状況確認はしています」

世界陸連公認代理人を取得するまで
　こういった活動をするためには、世界陸
連公認代理人資格を取得しなければなりま
せん。柳原さんが受験をした時がちょうど
第１回目でした。
「（当時）国際陸連の英文ルールブックを読
んで勉強しましたね。第１回だったので過
去の問題例もなく、アドバイスをくれる人も
いませんでした。合格したあと、しばらく
して感じたのは、資格を取ったことでまだ
実績がない時から仕事が来ていたので、資
格の力は大きいと感じました。ただ一方で、
資格の名に恥じない仕事をしないといけな
いとも思っていました」
　資格取得後も講習会が４年に１度あり、

で正メンバーとして活躍するような日本人
選手をサポートしたいですね。日本にはプ
ロチームがないので、そういうものを作りた
いという思いもあります。もちろん、実業団
のチームの良いところもありますが、一方で、
世界のトップを目指すのであればこそ、世
界トップの考え方や手法を取り入れた選手
やチームのサポートをこの代理人の仕事を
通じて実現していきたいです」
　日本から世界に挑む選手たちをサポート
する柳原さん。選手が思いっきり羽ばたけ
るよう、〝現状打破〟し続けています。

回答いただいた方の中から抽選で５名様へ陸連グッズをプレゼント！
今後の掲載内容の参考にさせていただきたいと考えておりますので、ぜひ下記アンケートへのご協力をお願いいたします。
� https://forms.gle/F1kySk7Au1gzFfbQ6
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Riku JOB Navi
～陸上競技を支えるプロフェッショナルを徹底紹介！～

代理人になったきっかけ
　元々はHonda陸上部のマネージャー（10
年間）をされていた柳原さん。その後は社
業に専念。そして、一念発起して代理人の
世界に飛び込みました。
「（陸上関係者の中には）『世界を目指す』
と言っているけど、実際は海外のことをあ
まり知らなかったり、その経験値もあまりな
かったりと、困っている選手・コーチ・チー
ムを幾度となく見てきたので、こういう人た
ちの役に立てる仕事をしたいと思っていま
した。また、当時なんとなく日々の仕事、生
活にマンネリ感を感じていたので、新しい
何かに挑戦することによりそれを〝現状打
破（笑）〟したいという想いは強かったです」
　最初はマネージャー時代の人脈を駆使し
ていろいろな人に連絡を取り、時には直接
会いに行ったほか、ブログを書き始めて情
報や想いを発信し続けていました。「その
うち、ブログを見た人から連絡があったり、
やがて仕事につながったりすることもありま

した」と柳原さんは当時を振り返ります。
　代理人を始めて、今年で12年目になるそ
うです。

代理人のお仕事内容
　そんな柳原さんのお仕事は、本当に多岐
に渡ります。
「一言で言うと、日本人陸上選手の海外関
連業務全般。具体的には試合、合宿の企画・
運営・サポートなどですね。試合といって
も単発のものもあれば、転戦するものもあり
ます。合宿も短期から長期まで、選手1名の
遠征から大人数までさまざまなので」
　試合に出場する場合でも主に、「選手や
チームからこの時期に、こんな試合がない
かというリクエストがある場合」「選手や
チームからこの大会に出たいとのリクエスト
の場合」「こちらがプランを作って提案する
場合」の主に３つのケースがあり、ニーズ
に合わせて試合の情報を収集していきます。
「なんという大会で、いつ・どこで開催され
のるか、種目・レベルはどうか、過去に日本

人が出ているか、主催者とやりとりするには
どうしたらいいのかなどをチェックしていき
ます。でも、誰が担当者なのかなかなかわか
らない場合もありますし、きちんとした要項
がない場合も多々あります。メールを送って
も返信が来ないこともざら。きちんとした大
会要項もなく申し込み開始時期や締め切りも
定まっていないことだってあります」
　さまざまなハードルを乗り越えていきま
す。日本の大会が、いかにきっちりと整理
されているかがうかがえます。
　主催担当者と連絡が取れてから選手の出
場条件などの交渉に入ります。
「参加可否の確認から、招待なのか、招待
料や経費補助はどのくらいなのかという条
件を交渉していきます。交渉はしますが、
ケンカをして相手にいやがられると次回以
降の交渉に影響が出かねないので、将来も
見据えた駆け引きをやっています」
　選手もレース中に駆け引きをしています
が、選手が出場するために柳原さんのよう
な代理人と主催者の駆け引きがスタート前

第53回防府読売マラソン 福岡国際マラソン2022
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＜開催日＞
12月４日（日）　10時40分スタート ＜開催日＞

12月4日（日）　12時10分スタート＜開催場所＞
キリンレモンスタジアムソルトアリーナ防府
（防府市体育館）スタート

＜開催場所＞
福岡市営平和台陸上競技場
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世界に挑む選手たちをサポート!!世界に挑む選手たちをサポート!!

株式会社インプレスランニング代表取締役。京都産業大時代から各所で陸上部マネージャー
を経験。2010年に14年間勤務した本田技研工業を退職。翌11年5月「陸上を通して感動を
与えながら走り続ける」という思いを込めて命名したインプレスランニング社を設立。同
年世界陸連（当時・国際陸連）公認代理人の資格取得。

柳原 元さん

世界陸連公認代理人世界陸連公認代理人No.12

「JMCシリーズ シリーズⅡ 第2期が本格始動！」

昨年大会で幕を閉じた「福岡国際マラソン選手権
大会」を継承し、新たな一歩となる大会を開催！

女子G３大会初レースとして開催!

▲米プロチーム・Nike Bowerman TCのコーチ・
Jシューマッカー氏と

〔写真提供／ (株)インプレスランニング〕

▲昨年のウィーン・マラソン記者会見にて日本人選手の紹介 〔写真提供／ (株)インプレスランニング〕

〇Blog
https://blog.goo.ne.jp/gyanagihara

〇インスタグラム
https://www.instagram.com/
genyanagihara/

〜AR（公認代理人）について〜
試験は原則２年に１回開催される（不規則
の場合もあり）。11月１日時点で世界陸連
公認代理人の資格を持つ日本人は７名。

〇インプレスランニングHP
https://www.impressrunning.com/

  AR一覧はこちら
https://www.worldathletics.org/athletes/athlete-representatives/directory
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